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　　　　　　1．緒　言
此の鉱床は岐阜縣土岐郡釜戸村にあり，所謂「釜戸長

石」として明治38年以来稼行されて来たが未だその産

状鉱攣等が調査された事がなかつたので，今回はこれを

主目的として調査を行つわo期間は昭和23年11月8日ゼ

から⑳日迄3日聞である。調査の結果ば鉱床はアプラ

イトであつて晶質が均質で，鉱量も非常に大きい事ジ故、

に問題ぽ寧ろ鉱石の利用と開発方法の点にある事等が明

かにされた。

　　2。位置交逼

中央線釜戸駅の南東方約

4km海抜綿600’一700mの

間に凌》るo権現ロラ町屋自，

本土場口等の鉱床の北端に

近い・坑口迄はトラック迂廻

路約7km，南端の大滝口迄

は同奈勺12kmで達するQ　F付

近に鉱石水車粉陣工場が散

暁
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　　　　　　3．地質鑛庫
地質は古生暦，第三紀層及び閃雲花嵩岩から構成され

（第1図参照），鉱床は閃雲花歯岩を貫く数條余のアプラ

イト岩脈から成つている。亀　，　
此の内稼行されているのは東山鑓，、西山鑓及び細根鑓．

の3羊脈であつて，夫々の詳細は次表の通りであるじ’

何れも殆んど直線的で母岩との境は明瞭である。概ね
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B

、在し・鉱石はそこ迄は馬車又嫉牛車により，’それからト

■ラックに依つて釜戸駅叉は多治見，駄知，瀬戸，名古屋・

等の各工場へ搬出する。’

　なお，附近の小河川は年間を通じて水量豊富で水車の

蓮輻こは充分である。　・

恥1，080

0

膨縮は少いが，70～100阻毎に脈幅が3Gcm程摩に狡ま

り，時にその部分が1～2m聞隔の季行脈に分岐，、そめ

若干は尖減することもある。　　　　　　　　　　、

鉱石は各主脈と愚略々均質であるが，現在見られる末

端の部分は中央蔀に比し粗粒で黒雲母を混え，叉脈の狡・

　　　　　　　　　　　　　か
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第　　1　　表

o

東山鑓

西山鑓

細根鑓

走向

S400E
S400：E

略々
S400E

傾斜

700SW
700N：E

？

　1　！平均幅最大幅延長

1．2m

1．2m

1・5ml

2m
r。8m

？

1，100m

2，200m

数100
m

露頭から最
低坑準迄の
高低差

270nヌ

170m・

？一

つた部分は若干珪質で黒雲母を混え何れも低品位となる

傾向溝ある。郎ち，東山鑓の権現口の北西端，西山鑓g

中新口の北西端等では黒雲母が見られ，西山鑓成瀬口中

部及び露天掘では焼けの附着が見られるQ

　　　　4．鑛　履
鉱石は白色，被友白色のアプライトでその鉱物組成ぱ

家の通りである。

正長石（及び微剰長石）

石英
斜長石、
白雲母

黒雲母

0．5戸》2即m　30～40％・

0。5’》2mm　　39％、

0．1～0．5mm30声》40％

0。05mm　　　極微量

0．2mm　低品位鉱中だけ『

鉱石の熔融歌況（岐阜縣陶磁罫試駿場による〉は耐火度

』SK7～8，熔融片に特に着色，斑点等は認め難いが白色

磁器用として嫡稽々青味を帯びる傾向あり，現在のとこ

ろ洋食器用どしては、・さ』か不適当と言われているが，

和食鵠陶器，硬翼陶器用としては優良の実験をあげて　、

いるo
分析値は次の如くである、曳分析者地質調査所，関根節

郎）

　　　　　5．鑛　量
鉱量を表記すると次の通りである。　、

．上表に示した檬に機械設備を施しγユリンケージ探掘

法を採用すれば可採鉱量は潜加する見込が充分にある。　・

　　　　　6．稼行款況
　採掘　鉱床の規模大であるに拘らず，從来需要の少い

こと玉，旧套を脱し得ないことXの爲に原始的な坑内手

掘り：を行つている。概して両盤の状況がよく，且つ急傾　’

斜であるから坑木を殆んど要せず採掘條件は良好であ

るσ現在東山鑓には7本の竪入れ，西山鑓には6本の竪

入れ坑道があり夫々着脈箇所から鑛押しと切上りで竜頭

を残して採掘している。因に往時は露頭から露天掘りを

・行つたものらしく数多の掘跡を認め得られる。

．選鑛・簡軍な手選◎焼けの附着した鉱石及び黒雲母を，、

件うものを2級品としているo　ド・

　　　く　粉碑　鉱石は附近の多くの水車工場で6GOkgボール

ミルによつて共磨り粉碑し自然乾燥させる。共磨りによ「

り生℃た玉石は一部陶磁羅用湧砕用として費出される。、

粉末製品はr釜戸石粉」と呼ばれ，ガラス用60ヌジシュ，

陶磁器用120メッシュ程度である。原石の儘は販費しな．

いo

　事業主』釜戸深山石粉製造販費組合（組合員66名），・，
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　権．現口南切賜
’　一〃　北切羽膏

　成瀬口切弱一
新 口奥切・翅

　露 天　切　羽
製品ガラス用（やX｛琢品位）

　製品粕藥用

SiO241203Fe203CaO　MgO　Na20K20亘20＋E20一望・t我L

76．63　14．29　0．06　0．06、0．15　4．6生　4．31　0．03　0．15

75．96　　　14．37　　　0．50　　　0●07　　，0。13　　　4．91　　　3．68　　　0．17　　　0．21

75。99　　14．30　　0．08　　0．05　、0．16　　3．79　　5．26　　0．04　　0．18

76Q46　　　14・41　　　0、08　　　0・06　　　091零　　　4。60　　　4．13　　　0。16　　　0．15・

76．73　　　13．66　　　G．12　　　003　　　0．36　　　4．98　　　3．51　　　0．34　　　0。46

76．28　　　14．53　　　0．28　　『0．03　　　0．14：　　4．e3　　　3．99　　　0．52　　　0．32

76。i2　　　1（甚．32　　　0．08　　　0．03　　　0。28　　　4。43　　’4。16　　　0．46　　　0．56

100．17

99．79

99。67

1QO．02

99．73

93180

99．88

＊梢々粗粒で黒雲母を混える。
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3　　表
　ロく軍位t）　確定鉱量

東山鑓』。3×、。哩

西山錨1×105

i撫継
4．4×105

5×105

1予鰍量薩齪

4．5×105

卜
5
× 105

5。8×104＊

3≧5×105＊＊

4．2x104＊
5×10壬＊＊

＊現朕の儘iの場含，採掘実牧率60％として

速＊機械設備により大規模採鉱の場合，探掘実救率

　80％として
　　9　

水車工場の所有者によつて椿成される。

　設備　水車工場80，ボールミル115台，能力計68，000

、kg7蓮搬用トラック1，牛馬車，坑内トロッ認各数台o・

　螢務者　20名（鉱山関係のみ）

　仕向先　主としてタイル工場，ぞの他一般陶磁器，硝

・子，磁邸等の諦工場。　・

　　　　　7。産、額
　石粉め生産実績は次表の通りである◎　’

　　　　　　　　　　　　掃
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・明治40年一大正元年　．干均年産　1⑳t

大正2年一同15年
昭和2・年一昭和6年

同7年一同110年
同11年一同13年一
同14年一同17年
同侶年一同20年
同飢年一同22年
　　　　　　計

〃　5，300t

〃　4，000t

〃　5，000t

・〃　7，500t

〃　4，500t．

〃　3ゴ000t

〃　1，500t

　122，400t

　　　　　　8．結　言’
此の鉱床嫡長石質資源とレで極めて大きな鉱量を有￥

し
、

採掘容易であつる鉱碓融均質謙の活用研

究如何によつては白色陶磁器用原料と撫し得る可龍性も

あるので姻的馳施灘細としぐ大いに着財可

きものであろ5。但し，積極酌開発には先ずヒれに先立

　　ゆち鉱石の活用研究を必要とし，大量生産叉は機械設備に

よる計画的採鉱法がとらねばならない。
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『昭和23年11月岐阜縣吉城郡上寒村の藏柱白珪石乳艮

石鉱床g調査を行？準。そφ緯果をごトに報告する。

　　　　　，1．位置及び交通
　岐阜縣吉城郡上宝村大字石浦，高山線飛騨古川駅の北』

東方約20km海抜900血の地点1こある。駅から一トラック

を通ずるが，冬季5ヵ月間は積雪の爲不通となるσトラ・

ック積場と採掘現場の齎600mは小型馬車によづで鉱石

の搬出を行う。

　　　　　　2．地質及び鑛床
鉱床の母岩は黒雲母花嵩岩で昂つて・ごの花嵩岩1ヰ北

方，西方は片麻岩と，東方は中生暦と接し粥方嫉第三紀

　　　　　　　　暦に覆われて東西に長く発達
亀

　　　　　圖石英帯
　　　　　，圃混、交帯
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☆影．
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する。鉱床は略々その中央部

に位する不規則レ堵ズ朕ペグ

マタイトで，南斜面に露出し，

南にゆるく（8。～15。）傾斜す、

る。現在坑内外で確認される’

鉱体の大きさは東西，南北各

25m強厚さβm乃至7mで
　　　　　　　とある。鉱体の上部は右英帯で一

東西20m以上，。傾斜に滑い

12mが確認され，厚さは2乃

至4mと推1走され為oこの石

英幣の下部に長石帯が存在す・

る。東西約20m，南北30m，
一
が 確認され，北側の蓮繍趨

・勢であるo厚さは約3mと推

’

恥
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